第１３回(平成２８年度)日本原子力学会社会・環境部会賞
受賞候補者推薦の募集
募集期限　平成29年1月31日(火)　　発表(予定)日　平成29年3月　日(　)
　「日本原子力学会社会・環境部会賞」第１３回受賞候補者の推薦を募集いたします。（所定の推薦書および詳細は，部会ホームページhttp://www.aesj.or.jp/~sed/または下記問合せ先まで）
　下記の募集要領をご参考の上、適当と思われる部会賞候補者を多数ご推薦下さるようお願い申し上げます。
 eq \o\ad(募集要領,　　　　　　　　　)
1． 部会賞の種類

1） 業績賞：原子力の社会的側面あるいは原子力と社会との接点の分野において顕著な業績のあった個人に授与する。
2） 優秀発表賞：原子力の社会的側面あるいは原子力と社会との接点の分野における優秀な発表（論文、著作、口頭発表等）を対象とし、これをなした個人及びグループに授与する。
3） 優秀活動賞：原子力の社会的側面あるいは原子力と社会との接点の分野における優秀な活動を対象とし、これをなした個人及びグループに授与する。
4） 奨励賞：原子力の社会的側面あるいは原子力と社会との接点の分野における優秀な発表及び活動、あるいは部会の発展や運営に対する貢献を対象とし、原則として、これをなした概ね３５歳までの個人またはグループに授与する。
２．受賞対象　優秀発表賞の対象は募集期限を起点とする過去３年間以内の成果とし、それぞ　　れの賞の受賞者はグループを１者と数えて個人との総和で原則として３者以内とする。

３．募集方法　部会員または賛助会員代表者の推薦による。(自薦・他薦を問わない)

４．賞　本賞は表彰楯又は賞状とする。

５．応募方法　所定の推薦書に必要事項を記し，正本1部，コピー3部および論文別刷などの参考資料各4部(図書は1部)を添付して部会賞選考小委員会事務局〔下記「問合せ先」の項参照〕へメールか郵便で送付して下さい。

７．募集期限　平成29年1月31日（火）部会事務局（下記参照）必着
８．選考結果の通知　選考結果は，平成29年2月中旬に通知する。

９．発表　平成29年3月　日（　）
（「日本原子力学会2017年春の年会」第　日 於：東海大学　湘南キャンパス）
10．その他 　「受賞概要」を社会・環境部会ホームページに掲載する。

11．選考　社会・環境部会運営小委員会内に選考小委員会を設置して選考を行う。なお，受賞候補者および推薦者は選考小委員会委員にはなれない。
　問合せ先　　(社)日本原子力学会社会・環境部会事務局
　　　　　　　　　〒101-0053　東京都千代田区神田美土代町1番地１
　　　　　　　　　　日本原子力発電（株）　エンジニアリングスクール
　　　　　　　　　　加藤豊一

　　　　　　　　　電話：03-6371-7220
　　　　　　　　　メール：toyokazu-katou@japc.co.jp
　　　　　　　　　ファックス：03-5217-5524
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